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解み夕たが 



Put Sound in its Place 

Razer Megalodon 7.1 c h サラウンドサウンドグーミンク'へッド" tz ットをご購入いただきありびとうご 
ざいまず。 

背後から忍び寄る押し殺した足音から、頭を掠める銃弾を放った狙撃手の位置まで 、 Razer Megalodon 
の Razer Maelstrom 才ーデイオエンジンは、不意を付かれると言ラ事をなくしまず。 

Razer Megalodon を使い、夕ーグットに狙いをつけ、もう一発を撃つチがンスさえ与えずに、撃ち抜く 
のでず。 


音はあなたの味方でず。どこから何が来るのか、はっきりさせましよラ。 



1 .パッケージの内容 


• Razer Megalodon グー ミンク' へッ ド" Iz ット 
• キリンクケース 

• マスター ガイド 

-クイックスタートガイド 
• 実物証明書 

2. システム要件 

* 内蔵 USB ポートを持つ PC 

• Windows ⑥ XP SP 2 or higher / x 64 / Vista / Vista 64 


3 -インストール/登録/技術サポート 


Windows® XP/x64/Vista/Vista64 へのイシストール方法 



手順1:コンピュータを立ち上げまず。 

手順2 :パソコンの USB ポートに Razer Megalodon USB コネクタを差し込みまず。 

手順3 :パソコンが自動的に Razer Megalodon を感知しまず。 

手順4 : Razer Megalodon が感知されましたら、才ーデイオのプ□パテイで Razer Megalodon デバイ 
スが選択できるよラになりまず。 

手順5 :最適なサラウンドサウンドを得るためには、詳細設定で 5.1 または 7.1 スピーカー構成を選択し 
ていることを確認しまず。これは 、 Windows XP では、スタート> コント□-ルパネル > サウンドと才 



























ーデイオデパ'イス > 音量タブ > スピーカーの設定 > 詳細設定 > スピーカータブと選択ずることで設定でき 
まず。 


Razer Megalodon の登録 

www . razerzone . com / registration / 力、らオンライン製品登録を行うことが出来まず。 

(日本公式サイトでは登録は行っておりません） 

技術サポート 

日本販売代理店である MSY 株式会社が受け持っておりまず。 

http :// jp . razerzone . conn / よりお問い合わせフォームへ記入される力、、从下の連絡先へお問い合わせく 
ださい。 

TEL :050-5505-6298 

E - mail : game - support @ msygroup.com 


4. 主な特徴 



A . アンプを持つソイズフイルタリングマイク□フォン 

B . 音の位置を正確に表ず 7.1 バーチレサラウンドサウンド 

C . 金メッキ加工が施された USB コネクタ 

D . Razer Maelstrom 才ーデイオエンジンのオン-オフの切り替え 

E . t ンター、フ□ント、サイドおよびリアスピーカーの個別のコント□-ルが可能 

F . ずべての機能を瞬時に調節できるコント□一 J レホイ ー J レ 











































G . マイク□フォンのミュートを簡単に操作 

H . バックグラウンドソイズをフィルタずる量をコント□-ルずるマイク感度調節機能 

I . マイク□フォンびチームイトへどのよラな音量を出力ずるかをコント□-ルずるマイクレベル調 


敕 




技術仕様 

へツドフオシ 

周波数特性： 20〜20,000 Hz 
インピーダンス： 32 Q at IkHz 
感度 （1 kHz 、 IV/Pa 時）：102 ± 4 dB 
最大入力： 200 mW 

ドライバ： 40 mm 、 ニオデイユームマグネット 
ケーブル： 3.3 メ•ートル、編組ファイバー皮膜 
コネクタ：金メッキ加工 USB コネクタ 


7 イク□フオシ 

周波数特性： 50〜16,000 Hz 
感度 （ IkHz 、 IV/Pa 時）： -37 dB 
S/N 比： 50 db 

ピックアップパターン：単一志向性 

オーディオプ□セッシシグユニット 

コント□-ル：マスター音量、 t ンター音量、フ□ント音量、リア音量、ベースレベル、マイク感度、マ 
イクレベル、7イクミュート/テスト、 Maelstrom オン/オフ、リわツト 


5. Razer Megalodon コント□—ルポッドの使用法 

Razer Megalodon は、今日の決定版的なグーミンク'へッド"12ットとなる為に、 Razer Maelstrom 才ーデ 
イオエンジンを組み込んで設計された、 7.1 八ーチ "W レサラウンドグーミンク'ヘッド t ットでず。 Razer 
Maelstrom は、現実的な 7.1 サラウンドサウンドを提供し、類を見ない処理能力で次世代 HRTF テクソ 
□ジーととびきりの DSP を使い、要求の厳しい今日のグームで重まずる強化された処理を提供しまず。 

コシト□-ルポツドの概要[デフオルト設定] 


A Maelstrom - Razer Maelstrom 才ーデイオエンジンを実行ずる 

B Control Wheel -音量の調節 

C Channel Selector -別のスピーカーに切り替える 

D M に MUTE - マイク□フォンのミュートボタン 

E M に SENS - マイク□フォンの感度ボタン 

F M に LEVEL - マイク□フォンの音量レベルボタン 





G 2.0 Music - 2 c h 音楽出力のインジケータ 
H 7.1 Gaming - 7.1 c h グーミンク'出力のインジケータ 
I Front L/R Speakers - フ□ント左もスピーカーのインジケータ 
J Centre Speaker -1 ンタースピーカーのインジケータ 
K Side L/R Speakers - サイド左もスピーカーのインジケーター 
L Rear L/R Speakers - リア左もスピーカーのインジケータ 
M BASS - ベースレベルのインジケータ 





で 


RAZER MAELSTROM 才ーデイオエンジン 
























Razer Maelstrom 才ーデイオエンジンは、デフオルトでは実行された状態となつていまず 。 Maelstrom 
ボタンをクリックずることで、 2 c h ステレオサウンドと 7.1 c h サラウンドサウンドを切り替えること 
ができまず。 



Razer Megalodon を 2 c h 設定にずると、一般的 
な音楽やサラウンドサウンドをサポートしていない 
グームに向いていまず。 7.1 c h 設定がオンになつ 
ていると、サラウンドサウンドが八'-チレ化さ 
れ、グーム内やその他のサラウンドサウンドが有効 
なディアにおいて、音の場所がはっきりと認識で 


RAZER MAELSTROM 才ーデイオエンジンの微調節 

7.1 サラウンドサウンドをさらにコント□-ルできるように 、 Razer Megalodon コント□-ルポッドで 
は、マスター音量、 t ンター音量、フ□ント音量、サイド音量、リア音量そしてべースレベルが調節でき 
るようなっていまず 。 Channel Selector をクリックずると、別のチがンネルに切り替えられ、コント □- 
ルホイールを遣って音量を手動で調節できまず。それぞれのチがンネルを個別に設定しておくことで、特 
定の方向の音を強調してグーム中の音を瞬時に認識して、見えない方向の脅威を瞬時に認識ずることがで 
さまず。 



例：フ□ント左ち音量を調節ずる。 

1. Front L / R スピーカーインジケータのみが点灯ずるように 、 Channel Selector をクリックして選 
択しまず。 

2. コント□-ルホイールをまわしてフ□ント左ちスピーカの音量を調節しまず。グーム内におけるプ 
レイ一の前から来る音がさらに大きくなり、認識しやずくなったはずでず。 



















3. 音量に満足したら、5秒後にコント □—>! レパッドが自動的にマスター音量に戻りまず。ずべてのス 


ピーカーインジケータが点灯ずるまで Channel Selector をクリックずる事で、マスター音量に戻 
ずことちでさまず。 

ミ主記：フ□ント左もスピーカーからのべースは、八ーチルべーススピーカー [ BASS ] へチがンネルさ 
れまず。そのため、 2.0 設定でもべースレベルはコント□-ルずることができまず。 

マイク□フオンコント□-ル 

Razer Maelstrom 才ーデイオエンジンに加えて、コント□-ルポツドからマイク□フオンを調節ずること 
ができまず。 

マイク□フオシのミユート 


TT 



マイクをミュートずるには M に MUTE ボタンをクリックしまず。 

7イク□フオシの感度を調節ずる 


TT 



1. M に SENS ボタンをクリックしまず。 M に SENS インジケータが点灯しまず。 

2. コント□ールホイールをまわして、マイク□フォン感度を調節しまず。 

3. M に SENS インジケータが点灯している状態では、マイク□フォンに入力されている自分の声が 


聞こえまず。バックグラウンドソイズがあるかを聞いて調舊してください。 M に SENSE を増やず 






















ことで、マイク□フォンの感度を調節し、バックグラウンドソイズをカットし、あなたの声だけ 
を拾ラ事ができまず。 

4. 感度に満足したら 、 Channel Selector をクリックして前のコント□—ルに戻りまず。そのままに 
しておけば、コント□-ルパッドは5秒後に自動的に前のコント□—ルに戻りまず。 

7イク□フオシ音量レベルを調節ずる 



1. M に LEVEL ボタンをクリックしまず。 M に LEVEL インジケータが点灯しまず。 

2. コント□ールホイールをまわしてマイク□フォンの音量を調整しまず。 

3. M に LEVEL インジケータが点灯している状態では、マイク□フォンに入力されている自分の声が 
聞こえまず。これが、チームイトまたは敵に聞こえるあなたの声になりまず。 M に LEVEL を高 
く調舊ずるほどあなたの声の音量が大きくなり、 M に LEVEL を低く調舊ずるほどあなたの声の音 
量がルさくなりまず。 

4. 音量レベルに満足したら 、 Channel Selector をクリックして前のコント□—ルに戻りまず。その 
ままにしておけば、コント□-ルパッドは5秒後に自動的に前のコント□-ルに戻りまず。 

イがーパツドクッシヨシの装着と取り外し 



手順1:マイク□フォンをちにしてへッド t ットを持ちまず。 

手順、2 :図にあるよラにイーパッドクッシヨンをしっかりつかみ、矢 EP のよラに自分に向かって回しま 
ず。同 C / よラにちのイパッドクッシヨンを、自分のほラに回して取り外しまず。 



















手順 3: ヘッド t ットクッシヨンを再装着ずるときには、切り欠き1 ( a ) が八ウジング1 ( b ) に揃って 
いることを確認しまず。図のよラにタブ2 ( a ) をソケット2 ( b ) に合わせまず。イパッドを自分と反 
タオのほラに回して□ックしまず。 

工場出荷時設定にリセットずる 

Razer Megalodon を工場出荷時設定にリわットずるには 、 Razer Megalodon びオンになっているパソコ 
ンにつながっている状態で Channel Selector を10秒間押したままにしまず。 

ミ主意 ： RAZER MEGALODON を工場出荷時設定にリわットずると、ずべての設定び破棄されまず。リわッ 
卜後に、ずべての設定をコント□一 J レポッドで設定しなおず必要がありまず。 

6. 使用上のを意とンテナンス 

安全の為のガイドライシ 

Razer Megalodon の使用時に、最大限の安全を保障ずるため、从下のガイドラインに従うことを推奨し 
まず。 

1. もしヘッド t ットの操作で問題があり、トラブルシューティングで解決できない場合は、デバイ 
スを取り外し、 MSY 株式会社サポートデスクへ連絡をずる力、、 WWW. jp . razerzone . com でサポー 
卜を依頼してください。どのよラな状況でも、ご自身でサービスや修理を行なわないでください 


2. ヘッド t ットの分解（補償の適用外になってしまいまず）、ご自身で修理を行なラ、問題のある 
状態で操作ずることなどは絶巧にしないでください。 

3. ヘッド t ットを、液体、湿気、または水分などに触れないよラにしてください。ヘッド t ットは 
指定した温度範囲である、〇て (32° F ) から40て (104° F ) 内で操作してください。この範囲 
外の温度で操作した場合、適温範囲に温度が安定ずるまでデバイスを取り外して、電源をオフに 
しておきまず。 

4. Razer Megalodon は、低音量で使用中でも周辺音を遮断ずるため、周囲に巧ずる認識が低下ずる 
恐れがありまず。周囲にミ主意を向ける必要のある行動をとるときには 、 Razer Megalodon を取り 
外ずよラにお願いしまず。 



5. 大音量の使用を長時間続けると、聴覚に从上をきたず可能性がありまず。特定の国の行政機関 


は、聴力に,影響を起こさない音圧として1曰の仕事中に最大85 dB を設定していまず。長期間使 
用していただくために、音量レべ J レを快適なレべ J レまで落としてご'使用ください。聴覚を大事に 
してください。 

分シテナシスと使用 

Razer Megalodon を最適な状態に保つ為には簡単なメンテナンスを行うだけで大丈夫でず。月に一度、 
へッド t ットを USB ポートから取り外して、柔らかな布か綿棒などを使って清掃ずることを推奨しまず 
。少量の温水で湿らせることは大丈夫でずが、石験や強い洗剤などの使用は避けてください。 

7. 法的権利 


版権情報 

©2008 Razer USA Ltd . All Rights Reserved . ここに記載される Razer 、 Razer の兰頭へビの□ゴ、変形 
文字の Razer 社名□ゴ、 Megalodon およびその他の商標は 、 Razer USA Ltd および子会社または関連会 
社の所有物で、米国またはその他の国で登録されていまず。実際の製品は、写真とは異なる場合がありま 
ず。 


Razer は、ソフトウェア、マニュアルまたはヘルプファイルの記載内容に関し誤りがあるとしても、責任 
は一切負わないものとしまず。ここに記載されている情報は、予告なく変更ずる場合がありまず。 

Razer は、マニュアルとソフトウェアで特許、特許申請、商標、版権、企業秘密またはその他の知的巧有 
権およびその他の製品に関ずる権利とマニュアルとソフトウェアに関ずる権利がありまず。 RazerTM によ 
り書面のライ t ンス契約で提供された場合を除き、マニュアルおよびソフトウェアの取得は、登録されて 
いるかどラかにかかわらず、これら特許、商標、版権またはその他の知的所有権に巧ずるライ t ンスを供 
与ずるものではありません。特許出願中。 


責任限定 

この契約に規定ずる保証は、他のずべての保証に取って代わるものであり、保証不履行に巧ずるあなたの 
救済手段は、ここに規定のものに明示的に限定されまず。 RazerTM は、商品性に巧ずる暗黙の保証、特定 
目的に巧ずる適合性、付属文書、ソフトウェア（パッチやアップデートを含む）と八ードウェアに関して 
サードパーティーの権利の不侵害、その他、法律により認められる節囲で、ずべての保証を明示的に否認 


しまず。 RazerTM のサプライ 一、 ディーラー、エージェント、または従業員の誰も、保証内容のいかな 
る修正、延長、変更をしたり、製品またはサービス、利益損失、情報またはデータの遺失、またはここに 
規定の保証の巧象となる製品およびソフトウェアの流通、販売、再販、使用、または使用できないことに 
起因ずるいかなるその他特別、間接、結果として起こるまたは偶発的な損害を、置き換える権限を与えら 
れていません。 RazerTM は、特別、偶発的、間接的または必然の障害に巧していかなる責任も負いませ 
ん /。 


製品またはサービスの調達のコスト 

誤解を避けるために、 RazerTM は、調達のためのコストに巧して、障害が要求した場合を除いて、どのよ 
ラな責任も負いません。また、 RazerTM は、保証されている製品に巧して実際に支払われた金額を超える 
調達のコストにはどのよラな責任ち負いません。 

上に掲げた保証の限定または偶発的、間接的、特別、または間接的な損害の賠償を許さない法域がある場 
合には、上述の限定または除外は適用されません。また、上述の限定は、人身傷害に巧ずる責任が適用法 
により要求されている場合にあっては、適用されません。 

米国政府による制限 

ソフトウェアは、米国政府に巧して規制および制限された権利で供給されまず。米国政府による仕様、コ 
ピーまたは公開に関しては、 48 C . F . R . 12.212 (1995 年9巧）および FAR t クシヨン 52-227-14 と 
52-227-19 「 DFARS t クシヨン 52-227-7013 ( c )(1) ( ii )、 とその改訂版で使われている用語である 
「商業コンピュータソフトウェア」および「商業コンピュータソフトウェアドキュ >4ント」で構成される 
48 C . F . R . 2.101 (1995 年10月）に記載された制限に従いまず。 

48 C . F . R . 12.512および48 C . F . R . 227-7202-1 から 27-7204-4 (1995 年6月）、またはその改定 
規則に適応ずるため、本ソフトウェアはここに記載ずる条項と条件に従ラ米国政府のユーザーに巧して提 
供されまず。 

8. FCC 適合宣言 

本装置は、 FCC 規則第15項の定めるクラス B のデジタル機器に関ずる規制条件に基づいてテストさ 
れ、これに適合ずることが確認されていまず。こラした規制の目的は、住宅内で本装置を設置し操作ずる 
場合の有害な干渉に巧して、適度な保護を提供ずることにありまず。本装置は、無線周波数エネ J レギーを 
生成、使用、または放射ずるため、取扱説明書に従って設置し使用されない場合は、ラジオまたはテレビ 
などの電波に有害な干渉を引き起こず可能性がありまず。ただし、特定の設置において干渉が起きないと 


いラ保証はありません。本装置が、電源のオン/オフにより、ラジオおよびテレビの電波に干渉を引き起 
こしていると判断された場合、次の中からいくつかの巧処を試みるよラお勧めしまず。 

受信アンテナの向きや位置を変える。 

本装置と受信機の距離を離ず。 

ち信機の接続されている回路とは別のコン t ントに本装置を接続ずる。 

販売店または経験豊富なラジオ/テレビ技術ちに相談ずる。 

詳しい情報は、 www . razerzone . com のオンラインヘルプシステムを参照してください 



